
学習に取り組む際の注意事項

添削指導

単位認定試験

単位修得（認定）に当たっての基準 
評価方法

学習内容・計画

添削指導

NHK高校講座 教科書DVD

2026年度　年間指導計画 鹿島朝日高等学校

教科 理科 科目 化学基礎 履修区分 必履修 使用教科書
東京書籍『改訂 新編化学基礎

（902）』

1 副教材等
NHK高校講座

東京書籍インターネット講座

学習の目標

①日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基
本的な技能を身に付ける。
②観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
③物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

添削指導
回数 6

面接指導
回数 2 単位認定試験

回数

提出期間に間に合うように提出する（システムは1枚ずつ，紙は6枚ずつ）。

面接指導

各期に開講する番号を確認し計画的に出席する。
●視聴票：面接指導の出席と合わせ，化学基礎①～⑧の計8時間となるように提出する。
　※視聴票による減免は原則4時間（6割減免）まで。

原子の構造，電子配置と周期表について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

原子の構造，電子配置と周期表に関する事物・現象について主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

P.58-90
化学結合

添削指導，面接指導（視聴票を含む）を全て修了後に受験。

各単元ごとに3観点で評価（A・B・C）し、すべての学習内容修了後に総合的に判断する。

単元名（教科書ページ）
面接指導

単位認定
試験

観点別評価

No. 開講番号 開講期
視聴票

観点 評価規準

思考・判断・表現

P.22-45
物質の成分と構成元素

1

①
②
③
④

Ⅰ・Ⅲ期

2-5
6-9
10-13
17-20

P.24-29
P.46-55
P.58-75
P.76-85

P.46-58
原子の構造と元素の周期表

2

物質と化学結合についての実験などを通して，イオンとイオン結合，分子と共有結合，金属と金属結合の基本的な概念や原理・原則などを理解しているとともに，科学的に探究する
ために必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

思考・判断・表現 イオンとイオン結合，分子と共有結合，金属と金属結合について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

全
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知識・技能
化学と物質についての実験などを通して，化学の特徴について理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。化学と物質
についての実験などを通して，物質の分離・精製，単体と化合物，熱運動と物質の三態について理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。

思考・判断・表現
化学の特徴について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。物質の分離・精製，単体と化合物，
熱運動と物質の三態について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

イオンとイオン結合，分子と共有結合，金属と金属結合に関する事物・現象について主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

知識・技能
物質量と化学反応式についての実験などを通して，物質量，化学反応式の基本的な概念や原理・原則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

化学の特徴に関する事物・現象について主体的に関り，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。化学の特徴，物質の分離・精製，単体と化合物，
熱運動と物質の三態に関する事物・現象について主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

知識・技能
物質の構成粒子についての実験などを通して，原子の構造，電子配置と周期表の基本的な概念や原理・原則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

21-24
25-28
33-36
37-40

P.154-183
酸化還元反応

6

3

知識・技能

P.96-107
P.108-119
P.124-149
P.154-179

思考・判断・表現 物質量，化学反応式について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

物質量，化学反応式について主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

P.124-153
酸と塩基

5

知識・技能
化学反応についての実験などを通して，酸・塩基と中和の基本的な概念や原理・原則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付けている。

思考・判断・表現 酸・塩基と中和について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

酸・塩基と中和について主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

P.96-123
物質量と化学反応式

4

⑤
⑥
⑦
⑧

Ⅱ期

知識・技能
化学反応についての実験などを通して，酸化と還元の基本的な概念や原理・原則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

思考・判断・表現 酸化と還元について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

酸化と還元について主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。


